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浜岡原子力発電所５号機の炉内には海水が混入し，原子炉圧力容器（ＲＰＶ）内面クラッディングには混

入が原因とみられる孔食が発生していた。孔食はＲＰＶ内部には達していないと思われるが，知見拡充を

目的に内面クラッディングとＲＰＶ本体の接合部近傍の材料調査を実施したので報告する。 
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1. 緒言 

浜岡原子力発電所５号機のＲＰＶ内面の孔食発生事象[1]を踏まえ，発生原因と今後の対策に資するため

に腐食試験の実施を検討している。今回，腐食試験に先立ち，ＲＰＶ内面を模擬したブロック材から試験

片を切り出して硬さ分布，金相観察等の材料調査を実施した。 

 

2. 材料調査 

2-1. 素材調達 

当社は，廃止措置中となった浜岡原子力発電所のＲＰＶ超音波検査校正ブロック（ＵＴブロック）を所

有しており，本調査に活用することとした。本ＵＴブロックは，低合金鋼母材（SQV2A）の表面にクラッ

ディング（SUS309L）が施工されている。この構造は号機に依らず類似しているため，本ＵＴブロックを

試験片に加工し本調査に用いることとした。 

2-2. 試験方法 

光学顕微鏡と走査型電子顕微鏡（SEM）による金属組織調査に先立ち，ビッカース硬度計による硬さ分

布を計測した。合わせて，SEM-EDSとオージェ電子分光分析（AES）で元素分布分析を行った。さらに結

晶方位，結晶粒界特性評価，結晶粒度，結晶方位差を EBSDにより評価した。 

2-3. 試験結果 

内面クラッディングからＲＰＶ母材方向へ硬さ分布が見られた。内面クラッディングはγ相とδフェラ

イト相で構成され，内面クラッディングとＲＰＶの接合部からＲＰＶ方向へラス組織（多数の炭化物あり），

ラス組織（炭化物なし），粗粒ベイナイト組織，細粒ベイナイト組織と変化していた。 

 

3. まとめと今後 

今回の材料調査から得られた知見は，今後予定する腐食試験の結果への考察に活用する予定である。 
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